
(57)【要約】
【課題】  メールマガジンと提携することにより、イン
ターネット上のショッピングサイトへの集客を促進し、
ショッピングサイトの売り上げの向上を図る。
【解決手段】  メールマガジンの配送を請け負うメール
マガジン配信サイト２５をインターネット上に設け、メ
ールマガジン発行者１１は、メールマガジンを編集して
メールマガジン配信サイト２５に登録する。メールマガ
ジン配信サイト２５は、登録されたメールマガジンにシ
ョッピングサイトのバナー広告を挿入して読者１２に配
信する。メールマガジンを受け取った読者１２がそのバ
ナー広告をクリックしてショッピングサイト３５にアク
セスし、そのショッピングサイト３５で注文したとき
は、その売り上げを集計する。ショッピングサイト３５
での売り上げ実績等に応じて、メールマガジン発行者１
１に手数料を支払う。



【特許請求の範囲】
【請求項１】  メールマガジン発行者が編集したメール
マガジンに、ネットワーク上のショッピングサイトの広
告を挿入する段階と、
前記ネットワークを介して、前記広告が挿入されたメー
ルマガジンを読者に配信する段階と、
前記読者からの前記広告を経由した前記ショッピングサ
イトへのアクセスを受け付け、前記ショッピングサイト
での前記アクセスに対応した販売実績を記録する段階
と、
前記メールマガジンごとの前記販売実績に応じて、該当
するメールマガジン発行者に対して手数料を支払う段階
と、
を有するメールマガジン連携アフィリエイト方法。
【請求項２】  ネットワーク上に、メールマガジン発行
者からは独立したメールマガジン配信サイトが設けら
れ、
前記メールマガジン配信サイトが、挿入する段階と配信
する段階とを実行する、請求項１に記載のメールマガジ
ン連携アフィリエイト方法。
【請求項３】  ネットワークがインターネットであり、
メールマガジンを識別するための提携先コードをストリ
ングとして含む、ショッピングサイトのＵＲＬが、広告
に記載されている請求項２に記載のメールマガジン連携
アフィリエイト方法。
【請求項４】  メールマガジン発行者が編集したメール
マガジンの内容を格納するメールマガジンコンテンツデ
ータベースと、
メールマガジンごとの読者を記録したメールマガジン読
者データベースと、
前記メールマガジンコンテンツデータベースに格納され
たメールマガジンに、ネットワーク上に設けられたショ
ッピングサイトの広告を挿入し、前記広告が挿入された
前記メールマガジンを、前記メールマガジン読者データ
ベースを参照して前記ネットワークを介し前記読者に配
信するメールマガジン配送サーバと、
前記ショッピングサイトでの前記広告を経由したアクセ
スによる販売実績をメールマガジンごとに格納する提携
先実績データベースと、
を有するメールマガジン連携アフィリエイトシステム。
【請求項５】  提携先実績データベースに格納された販
売実績に応じて該当するメールマガジン発行者に対して
手数料を支払う、請求項４に記載のメールマガジン連携
アフィリエイトシステム。
【請求項６】  ネットワークがインターネットであって
広告にショッピングサイトのＵＲＬが記載され、
メールマガジン配送サーバが、メールマガジンを識別す
るための提携先コードをストリングとして前記ＵＲＬに
付加する、請求項５に記載のメールマガジン連携アフィ
リエイトシステム。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、インターネットな
どのネットワークを利用した商品や役務などの販売、提
供の分野に関し、ショッピングサイトとそのショッピン
グサイトに顧客を誘導しうる他のコンテンツの所有者、
発行者とが提携して構成されるアフィリエイトプログラ
ム及びアフィリエイトシステムに関する。
【０００２】
【従来の技術】一般消費者へのインターネット(Interne
t)の急速な浸透に伴って、インターネットなどのネット
ワークにサーバを接続してそこにいわゆる仮想店舗や仮
想ショッピングモールを構築し、ネットワークを介して
消費者からの注文を受け付ける事業が広範に行われるよ
うになってきている。例えば、書籍やコンパクトディス
ク（ＣＤ）の販売、パーソナルコンピュータやその部
品、プログラムなどの販売、航空券やコンサートのチケ
ットなどの販売、パックツアーの受け付け、ホテルや旅
館の予約、賃貸アパートの申込みなどのサイトが開設さ
れている。この明細書では、インターネットなどのネッ
トワーク上のサイトであって消費者がそのネットワーク
を介してアクセス可能であり、商品や役務についての消
費者からの注文を受け付けたり消費者に対して販売した
り、あるいは商品や役務に関する情報を消費者に提供す
るサイトのことをショッピングサイトと呼ぶ。
【０００３】ネットワーク上にショッピングサイトをた
だ開設しただけでは、十分な数の消費者の注目を得るこ
とはできず、事業としては好ましくない結果を生じるこ
とになる。そこで、ショッピングサイトの広告・宣伝活
動を行うことになるが、ネットワーク、特にインターネ
ット上に設けられるサイトであるという特質を生かし、
インターネットを利用した広告、例えば、ＷＷＷ(world
 wide web)ページ（ウェブページ：いわゆる広義のホー
ムページ）内に貼り付けられたバナー広告が広く用いら
れている。ＷＷＷページに貼り付けられたバナー広告の
場合、そのＷＷＷページを表示しているインターネット
ブラウザ（単にブラウザともいう）上でそのバナー広告
を消費者がクリックすることにより、バナー広告にリン
クしているページにブラウザ上でジャンプすることが可
能であるから、リンク先をショッピングサイトのＷＷＷ
ページとして、消費者をそのショッピングサイトに誘導
することができる。さらに、ショッピングサイト側にお
いて、どのＷＷＷページのどのバナー広告を経由して消
費者がそのショッピングサイトにアクセスしてきたかを
知ることができるため、消費者が経由してきたＷＷＷペ
ージの開設者に対し、経由してきた消費者の数や、経由
してきた消費者によるそのショッピングサイトの売り上
げに応じて、手数料（コミッション、インセンティブ）
を支払うことが可能である。既に、ショッピングサイト
の開設者がＷＷＷページの開設者と提携し、ＷＷＷペー
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ジにショッピングサイトのバナー広告を出稿し、そのバ
ナー広告を経由した消費者の売り上げに応じてＷＷＷペ
ージの開設者に手数料を支払うような方法（アフィリエ
イトプログラム）が、事業として成立している。
【０００４】ところで、最近、インターネット上のメデ
ィアの一形態として、メールマガジンが普及しつつあ
る。メールマガジンは、特定のジャンルの話題に関する
記事や投稿などを編集して電子メールの形式で定期的あ
るいは不定期に会員（読者）に送付されるもののことで
ある。メールマガジンが大規模となり会員数が増える
と、会員の入会、退会の管理が煩雑になったり、メール
マガジンを個々の会員に電子メールとして送信するため
のメールサーバとして能力の高いものが要求されたり、
インターネット側への接続回線として広帯域のものが必
要となったりするため、会員データベースの維持とメー
ルマガジンの配信の代行を請け負う専門の業者も現れる
に至っている。このような業者にメールマガジンの配信
代行を委託すると、メールマガジンの発行者がメールマ
ガジンの内容を編集してその業者に送付するだけで、メ
ールマガジンが各読者に自動的に配送されることにな
る。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】メールマガジンは、特
定のジャンルの話題に関心のある人の集団に対して配信
されるものであるため、そのジャンルに関連した商品や
役務を扱うショッピングサイトにとっては、効果的な広
告媒体となる可能性を秘めている。既に、一部のメール
マガジンでは、広告料を受け取る代わりに広告をメール
マガジン中に掲載している。しかしながら、広告として
の効果に応じてメールマガジンの発行者に手数料を払う
システム、すなわちＷＷＷサーバに対するようなアフィ
リエイト方法（アフィリエイトプログラム）やアフィリ
エイトシステムは、未だ実現されていない。
【０００６】本発明の目的は、メールマガジンと提携す
ることにより、ネットワーク上のショッピングサイトへ
の集客を促進し、ショッピングサイトの売り上げの向上
を図ることができるメールマガジン連携アフィリエイト
方法及びシステムを提供することにある。
【０００７】
【課題を解決するための手段】本発明のメールマガジン
連携アフィリエイト方法では、メールマガジン発行者が
編集したメールマガジンに、インターネットなどのネッ
トワーク上のショッピングサイトの広告を挿入し、その
ネットワークを介して、広告が挿入されたメールマガジ
ンを読者に配信する。ショッピングサイトでは、その広
告を見た読者からの広告を経由したショッピングサイト
へのアクセスを受け付け、販売実績を記録する。そし
て、メールマガジンごとの販売実績に応じて、該当する
メールマガジン発行者に対して手数料を支払う。
【０００８】本発明のメールマガジン連携アフィリエイ

トシステムは、メールマガジン発行者が編集したメール
マガジンの内容を格納するメールマガジンコンテンツデ
ータベースと、メールマガジンごとの読者を記録したメ
ールマガジン読者データベースと、メールマガジンコン
テンツデータベースに格納されたメールマガジンに、ネ
ットワーク上に設けられたショッピングサイトの広告を
挿入し、広告が挿入されたメールマガジンを、メールマ
ガジン読者データベースを参照してネットワークを介し
読者に配信するメールマガジン配送サーバと、ショッピ
ングサイトでの広告を経由したアクセスによる販売実績
をメールマガジンごとに格納する提携先実績データベー
スと、を有する。
【０００９】
【発明の実施の形態】次に、本発明の好ましい実施の形
態について、図面を参照して説明する。図１は、本発明
の実施の一形態のメールマガジン連携アフィリエイトシ
ステムの構成を示すブロック図である。
【００１０】インターネット１０には、メールマガジン
発行者１１と読者１２とがそれぞれのクライアント装置
（不図示：インターネットブラウザなどを含むパソコン
など）によって接続している。特に、読者１２側のクラ
イアント装置としては、パソコンなどの他に、インター
ネット接続機能を有する携帯電話機や携帯情報端末（Ｐ
ＤＡ）などが使用できる。さらにインターネット１０に
は、メールマガジンを読者に配信するためのメールマガ
ジン配送サーバ２０と、読者を含む一般消費者に対して
商品や役務の販売、提供を行うためにこれら一般消費者
からの注文を受け付けたり一般消費者に対して情報を提
供するショッピングサイトサーバ３０とが、接続してい
る。
【００１１】メールマガジン配送サーバ２０には、メー
ルマガジンごとの読者（会員）のリストを格納したメー
ルマガジン読者データベース２１と、メールマガジンの
内容（コンテンツ）を格納したメールマガジンコンテン
ツデータベース２２と、メールマガジンごとに提携して
いるショッピングサイトに関する情報とそれらショッピ
ングサイトのバナー広告のデータ（広告文など）を格納
する提携先データベース２３とが接続している。メール
マガジン発行者１１は、インターネット１０を介してメ
ールマガジン読者データベース２１にアクセスして、発
行するメールマガジンの読者（会員）についての情報を
参照し更新することができる。さらに、メールマガジン
発行者１１は、編集したメールマガジンをインターネッ
ト１０を介してメールマガジンコンテンツデータベース
２２に登録することができる。メールマガジン配送サー
バ２０は、メールマガジンコンテンツデータベース２２
に格納されたメールマガジンの内容（本文）に、提携先
データベース２３に格納されたバナー広告を挿入し、メ
ールマガジン読者データベース２１を参照して、そのメ
ールマガジンを対応する読者１２にインターネット１０
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を介して電子メール形式で配信する機能を有する。
【００１２】メールマガジン配送サーバ２０とメールマ
ガジン読者データベース２１とメールマガジンコンテン
ツデータベース２２と提携先データベース２３とによっ
て、インターネット１０に接続したメールマガジン配信
サイト２５が構成されることになる。なお、メールマガ
ジン配信サイト２５は、通常は、メールマガジン発行者
１１からメールマガジンの配信を委託された業者が開設
するものである。以下に述べるショッピングサイト３５
の開設者がメールマガジン配信サイト２５を兼営しても
よいし（この場合、メールマガジン配信サイト２５とシ
ョッピングサイト３５とを一体化してもよい）、ショッ
ピングサイト３５の事業主体とメールマガジン配信サイ
ト２５の事業主体とが全く異なっていてもよい。
【００１３】また、ショッピングサイトサーバ３０に
は、受注情報（販売情報）を格納する受注データベース
（受注ＤＢ）３１と、提携先のメールマガジンごとの売
り上げ件数や売り上げ金額などの販売記録を格納する提
携先実績データベース３２とが接続している。これらシ
ョッピングサイトサーバ３０、受注データベース３１及
び提携先実績データベース３２によって、ショッピング
サイト３５が構成されている。図示されていないが、シ
ョッピングサイト３５には、そのサイトで販売する商品
や役務などの情報、消費者に商品カタログとして示す情
報などを格納したデータベースも設けられており、ショ
ッピングサイトサーバ３０は、そのデータベースを使用
して、商品情報などを客（消費者）に提示して客からの
注文等を電子的に受け付ける。
【００１４】メールマガジンは電子メールとして読者に
届けられるものであるので、バナー広告は、基本的には
テキストデータで構成されるものとする。そして、バナ
ー広告は、その読者１２がそのインターネットブラウザ
上で対応するショッピングサイトにジャンプできるよう
に、そのショッピングサイトのＷＷＷページのアドレス
（ＵＲＬ；unform resource locator）の記載を含んで
いる。本発明では、ショッピングサイト３５にアクセス
してきた読者１２が提携しているどのメールマガジンの
読者であったをショッピングサイト３５側で知ることが
できるようにするために、メールマガジンを識別するた
めの情報（提携先コード）をストリングとしてショッピ
ングサイト３５のＵＲＬに付加するようにする。提携先
コードは、予めバナー広告の文面に記載しておくのでは
なく、バナー広告の文面とは別個に提携先データベース
２３に格納し、メールマガジンの配信時に、メールマガ
ジン配送サーバ２０がバナー広告の文面に埋め込むよう
にすることが、ショッピングサイト３５側の処理の軽減
や柔軟な処理の実現のために好ましい。
【００１５】次に、図２を用いて、このシステムにより
メールマガジンとショッピングサイトとを連携させた場
合の処理を説明する。ここでは、予め、メールマガジン

ごとの読者（会員）情報が既にメールマガジン読者デー
タベース２１に整備され、また、ショッピングサイト３
５と提携するメールマガジンの情報が提携先データベー
ス２３に登録されているものとする。
【００１６】まずメールマガジン発行者１１が、メール
マガジンを編集し、インターネット１０を介して、編集
したメールマガジンの内容（本文）をメールマガジン配
信サイト２５のメールマガジンコンテンツデータベース
２２に登録する。また、ショッピングサイト３５から
は、メールマガジンに挿入すべきバナー広告のデータ
（広告文）がメールマガジン配信サイト２５に送信さ
れ、提携先データベース２３に格納される。
【００１７】次にメールマガジン配信サイト２５におい
て、メールマガジン配送サーバ２０が、メールマガジン
コンテンツデータベース２２に格納されたメールマガジ
ンの内容（本文）に、メールマガジン読者データベース
２１を参照して、メールマガジンの読者１２にインター
ネット１０を介して電子メール形式で配信する。この配
信は、メールマガジンごとに定期的に行われる。その
際、メールマガジン配送サーバ２０は、提携先データベ
ース２３を参照し、ショッピングサイト３５と連携して
いるメールマガジンについては、そのショッピングサイ
ト３５のバナー広告をメールマガジン本文中に挿入して
から、そのメールマガジンを配信する。バナー広告の挿
入位置は、メールマガジン配信サイト２５が取扱う各メ
ールマガジンに共通にメールマガジン配信サイト２５が
一律に定めたものであってもよいし、例えばメールマガ
ジンの本文にタグを挿入することにより、メールマガジ
ン発行者１１が指定できるようにしてもよい。バナー広
告には、上述したように、メールマガジンの提携先コー
ドをストリングとして含む、ショッピングサイト３５の
ＵＲＬが記載されている。
【００１８】メールマガジンを電子メールとして受信し
て読んだ読者１２は、そのメールマガジン中のバナー広
告に興味を持てば、読者１２のクライアント装置（例え
ばパソコンなど）上で、そのバナー広告のＵＲＬ部分を
例えばマウスなどでクリックする。最近のメールソフト
（メーラー）は、電子メール本文中に記載されたＵＲＬ
部分をクリックすることにより、連携するブラウザが立
ち上がってそのＵＲＬで識別されるＷＷＷページを表示
するようになっているから、結局、その読者１２は、バ
ナー広告に対応するショッピングサイト３５にアクセス
することになる。上述したようにＵＲＬにはストリング
としてメールマガジンの提携先コードが含まれているか
ら、ショッピングサイト３５側では、アクセスしてきた
客がどのメールマガジンの読者であるかを知ることがで
きる。そして、その客（読者１２）がショッピングサイ
ト３５に対して注文したときは、ショッピングサイト３
５のショッピングサイトサーバ３０は、受注データを受
注データベース３１の格納するとともに、提携先のメー
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ルマガジンごとの販売記録（提携先実績）を提携先実績
データベース３２に記録する。
【００１９】ショッピングサイト３５は、定期的に提携
先実績データベース３２内の販売記録を集計し、メール
マガジンごとに、例えば該当期間の売り上げに応じて、
そのメールマガジンの発行者に対して手数料を支払う。
メールマガジン発行者１１に対する手数料の支払い基準
としては、対応するメールマガジン中のバナー広告をク
リックすることによりショッピングサイトにアクセスし
てきた客の売り上げ全体に比例した手数料を払うという
もの、メールマガジン中のバナー広告をクリックした客
の総数を売り上げに加味したもの、あるいは、注文され
た商品の種類に応じて手数料を増減するというものな
ど、各種のものが考えられよう。また、支払いの方法と
しても、メールマガジン発行者１１に対して銀行送金な
どで直接支払う方法のほか、メールマガジン発行者１１
がメールマガジンの配信を委託することに関してメール
マガジン配信サイトに支払う手数料から割り引く方法
や、メールマガジン発行者１１自身がそのショッピング
サイト３５で買い物をするときに相殺する方法など、各
種の方法が考えられる。
【００２０】
【発明の効果】以上説明したように本発明は、ネットワ

ークを介して配信されるメールマガジンとネットワーク
上のショッピングサイトとを連携させることにより、メ
ールマガジンの発行者に対してインセンティブを与えつ
つ、ショッピングサイトに効率的に集客でき、売り上げ
を向上できるという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の一形態のメールマガジン連携ア
フィリエイトシステムの構成を示すブロック図である。
【図２】図１に示すシステムを使用した、メールマガジ
ンとショッピングサイトとの連携を説明する図である。
【符号の説明】
１０    インターネット
１１    メールマガジン発行者
１２    読者
２０    メールマガジン配送サーバ
２１    メールマガジン読者データベース
２２    メールマガジンコンテンツデータベース
２３    提携先データベース
２５    メールマガジン配信サイト
３０    ショッピングサイトサーバ
３１    受注データベース
３２    提携先実績データベース
３５    ショッピングサイト

【図１】 【図２】
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フロントページの続き
  
Ｆターム(参考） 5B049 BB11 BB49 CC02 CC05 CC36
                      DD01 EE01 EE05 FF03 FF04
                      GG04 GG07 
                5B075 KK03 KK07 KK13 KK20 KK33
                      KK37 ND03 ND20 ND23 ND36
                      NK10 NK13 NR03 NR12 PP03
                      PP13 PP30 PQ02 PQ10 PQ32
                      UU24 UU40 
                5B089 GA11 GB03 GB04 HA10 JA08
                      JA22 JA33 JA36 JB01 JB22
                      KA04 KB07 KC59 LA02 MC02
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